


























































味についても考察を加えている O きらに 結合系を構成する誘電体がわずかな損失をもっ場合の近似
解法を，伝送方向に一様な系について示している O
第5章は結論であって，本研究の成果を総括して述べたものである D
論文の審査結果の要旨
本論文は，いままでほとんど明らかにされていなかった多モード分布結合系の理論と，その応用に
関する研究の成果をまとめたもので，主要な成果を要約するつぎのとおりである。
すなわち，まず結合に関与する伝送モードが一般に n個あるような多モード分布結合系の一般的な
特性を明らかにし，特定の 2つのモード聞に完全な電力の移行が生ずるための完全結合条件を導き，
いくつかの具体例について設計に有用な図表を得ている D ついで，特定の機能を有する回路素子を多
モード分布結合系によって実現するための一般的な設計理論を求め，その適用例として，任意のモー
ドへの入力が出力端で結合に関与するすべてのモードに等しく分配されるような新しい結合器を提案
して，その特性ならびに構成条件を明らかにし，このような結合器の興味あるいくつかの応用を示し
ている O さらに，誘電体導波路からなる結合系の結合方程式の性質を詳細に論じ，一般的なモード結
合理論との関連を明らかにしている O また，結合系を構成する誘電体導波路がわずかな損失をもっ場
合の近似解法を示している。
以上のように，本論文はいままで十分な検討が加えられていなかった多モード分布結合系の基本的
性質を解明して，学術上の多くの新しい知見を加え，種々の機能を有する結合回路素子を実現するた
めの設計指針を与えたもので，広く通信工学の発展に寄与するところが多い。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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